
◎　施策の基本情報

1　施策の目指す姿の実現に向けた主な取り組み実績

２　成果指標

３　成果指標の達成状況

達成度 達成状況に関する背景・要因

Ｃ

■成果指標「地域の行事やボランティア行事に青少年が参加していると思う市民の割合」・・・【達成度ｂ】
・上昇はしているが、少子化の影響や進学就職で転出者も多いことから、青少年の関わりが見えないと考える。
■成果指標「青少年の健全育成活動に関わった市民の割合」・・・【達成度ｃ】
・前年より上昇はしているが、核家族化が進展し保護者も青少年も多忙となっていると考える。

26.0 29.0

実績値 － 23.9 19.7 19.8 22.5

青少年の健全育成活
動に関わった市民の
割合

地域社会の次代を担う
青少年の育成のため、地
域での子どもの見守りや
健全育成活動など、具体
的な市民の取り組み状
況を示す指標

出典：市民アンケート
問：あなたは、昨年１年間
に何らかの青少年健全育
成活動（子ども会、スポー
ツ少年団等の地域の青少
年団体活動、スクールガー
ド等）にかかわったことがあ
りますか？
　(1)ある　　(2)ない
　(1)と答えた市民の割合

％

目標値 23.0

32.0 34.0 36.0

実績値 － 29.3 30.4 30.0 32.6

Ｈ２７ Ｈ２８
(基準年度)

地域の行事やボラン
ティア行事に青少年が
参加していると思う市
民の割合

青少年が地域の中で、
行事やボランティア活動
に加わるなど、地域社会
の一員として育っている
かどうか市民の認識の度
合いを示す指標

出典：市民アンケート
問：地域で行われている行
事やボランティア活動に、
青少年（小学生～２０歳位）
がよく参加していると思いま
すか？
　(1)そう思う　　(2)どちらか
といえばそう思う　 (3)どち
らとも言えない　(4)どちらか
というとそう思わない　(5)そ
う思わない
　(1)(2)と答えた市民の割
合

％

目標値

(1)青少年活動の推進
○青少年活動に対する支援
　・花巻市青少年市民会議等へ補助
○青少年の社会参加の促進
　・ボランティアグループ活動の支援
○体験学習の機会の創出
　・こどもの集い等の開催
○家庭や地域における青少年の育成支援
　・出前講座等による支援
(2)青少年を取り巻く環境の浄化
○少年センターと関係機関との連携による街頭補導活動や有害環境の浄化活動
　・少年補導委員による街頭補導活動

成果指標名
成果指標設定の考え方

（なぜ、この指標で成果を測ることにしたの

か）

成果指標の測定企画

（どのように実績を把握するのか）
単位

数値
区分

Ｈ２３ Ｈ２４
Ｈ２５

Ｈ２６

施　策　評　価　シ　ー　ト　（ 平 成 ２ ７ 年 度 実 績 評 価 ） 

生涯を通して学び、広い視野
を持ち、活動しています

施策
主管課

生涯学習課
施策主管
課長名

市川清志政策№ 3-3 政策名

施策№ 2 施策名
青少年の社会教
育

施策の
目指す姿

地域社会の中で、自立した青
少年が育っています

総
合
計
画
中
期
プ
ラ
ン

現状と課題

生涯学習の推進
政策の

目指す姿

・少子高齢化や核家族化が進展し、従来のような家庭、学校、地域の機能や役割が変化しつつあり、地域全体で子どもを育
てるというよりは、プライベートな生活を大切にするといった風潮がみられます。そのような中で、次代を担う子ども達のために
は、家庭や地域、学校等の連携による青少年の健全育成の推進が欠かせないものとなっています。
・家庭や地域の環境が変化し、青少年の問題行動や規範意識の低下等が社会問題となっており、本市における犯罪少年
及び不良行為少年数は、平成19年をピークに共に減少しているものの、平成25年はそれぞれ12人、271人が補導されてい
ます。
・高度情報化の進展により、インターネット上で有害情報が容易に閲覧できるほか、有害図書類の自動販売機の設置など、
青少年をとりまく環境は憂慮すべき状況にあります。

関係課名
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４　施策を構成する事務事業一覧

５　施策を構成する事務事業の検証

６　施策の総合的な評価

（①市民ニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストのわりに成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はない
か）
・少年センター運営の活性化が必要。

（施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか）
・生涯学習事業や先人顕彰、芸術文化、スポーツ等と連携した青少年育成が必要。

（新たに取り組むべき事業はないか）

番
号

2

1

生涯学習課

成人式の実施。こどもの集い、おもしろ探検隊の開催。青少年関係団体の支援

（課題）
・個別化社会が進む中、子どもたちにはコミュニケーション能力の向上が求められている。
・青少年街頭補導活動と有害図書自動販売機の撤去に向けた活動の充実が必要である。

（今後の方向性）
・子どもの頃から交流活動や芸術文化スポーツ体験活動の機会を設け、人と交流する機会を設ける。
・成人式の運営を通して、地域や社会との関わりや自ら行動する意識の醸成を図る。
・「青少年の非行・被害防止全国強調月間」（７月）に呼応した街頭啓発活動を実施する。

担当課事務事業名

事業内容（実績）

少年補導委員による街頭補導活動を実施　（実施回数319回）

少年センター運営事業 市民生活総合相談センター

青少年活動推進事業

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

施策への貢献度

直結度 成果
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